
在宅介護実態調査 概要と結果報告 

１．調査対象： 在宅で生活をしている要支援・要介護認定を受けている方 
※在宅には、特定施設入居者生活介護の指定を受けていない

有料老人ホーム、ケアハウス、サービス付き高齢者向け住
宅などの入居者を含む 

※要支援には、総合事業対象者を含む 

２．調査方法： 介護支援専門員による聴き取り調査 
（本人、主な介護者、主な介護者以外含む） 

３．調査期間： 令和 5 年 8 月１日～８月 31 日 
（モニタリング時等の機会に合わせて実施） 

４．回収結果： １．の調査対象者 2,287 人のうち、1,144 人に対し実施 
回収：705 件（うち有効回答数 609 件） 
回収率：61.6％（有効回収率：53.2％） 

５．分析結果（単位：％、1％以下の回答を除くため合計が 100％にはならない） 

(N=609)    

世帯類型 単身：35.0 夫婦のみ：23.3 その他：41.4 

親族の介護頻度 ない：16.3 週１以下：11.2 週 1～2：13.0 週 3～4：6.2 ほぼ毎日：52.1 

(N=510)      

主介護者 配偶者：22.8 子：48.6 子の配偶者：6.6 その他：12.0 

 性別 男性：25.5 女性：73.5 不明、未回答：1.0 

 年代 40 代以下：9.2 50 代：29.4 60 代：30.2 70 代：17.8 80 代以上：12.9 

 勤務形態 フルタイム：33.3 パートタイム：16.3 働いていない：48.0 不明：1.2 

 退職の有無 主介護者が辞職：3.1 主介護者が転職：1.4 家族含めいない：85.9 

 
就労継続 
(N=259) 

問題無：36.2 問題有：37.4 やや難：1.9 かなり難：1.9 
不明:13.5 

未回答：8.9 

 


